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序

昭和63年 度 の榎 垣外 遺 跡 ほか、 試掘 、確 認調 査(詳 細分

布調 査)及 び緊 急発掘 調査 の 報告 書(概 報)を 刊行 す る こ

とに な りま した。

岡谷市 内 には170ヶ 所 をこえ る遺跡 が知 られ て い ます が、

近年 の開発 、 と くに住 宅建 設 に関連 す る土 木工事 は急増 し

て、 本年 も24件 の調査 件数 にのぼ り、 貴重 な埋蔵 文化 財 が

発見 され ま した。

この よ うな成 果 を見 るたび に、長 い歴 史 と文化 の重 み を

あ らため て認識 す る とと もに、 貴重 なこれ ら文化 遺産 を大

切 に して 、岡 谷の歴 史 と文 化 を明 らか に し、 地域 の創 造 に

役 立 てて いか な くて はい けな い こ とを強 く感 じてい る とこ

ろで す。

今年 度 の調査 にあた り、 土地所 有 者各位 、工 事 関係者 の

方 々、 そ して、 調査 地 に隣接 した 多 くの み な さんの ご好 意、

ご協 力に御 礼 申 し上 げ る次 第で あ ります 。 また、発 掘 に携

わ ってい ただ いたみ な さん には、 炎 暑、厳 寒 の 中を御苦 労

いた だ き感謝 いた してお ります。

お わ りに、出土 品 の鑑 定や保 存処 理 にご助言 や貴 重 な ご

意 見、 ご教示 を賜 りま した奈 良国 立埋 蔵文 化財研 究所 、奈

良飛 鳥 資料館 、文 化庁 の先 生 方、 県文 化課 の先 生方 をは じ

め、 お世 話 にな った 関係各 位 に厚 くお礼 申 し上 げ ます。

平 成元年3月20日

岡谷市 教育 委員 会

教 育長 八 幡 栄 一



例 言

1.本 報 告書 は、 昭和63年 度、 榎垣外 遺 跡ほ か分布 調査(試 掘 、確 認 調査)及 び緊 急発 掘調査 の報 告書(概 報)

で ある。

2.調 査 は、 国庫 お よび県 費か ら補助 金 交付 を うけ た岡谷市 教育 委員 会 が、 昭和63年4月18日 か ら平成 元年3月

20日 にか けて実施 した。 整理作 業 は主 に12月 ～1月 に行 った が、 出土 品は十 分 な整理 が終 了 して いな いため、

概 要 の掲載 に とどめ て あ る。

3.出 土 品 の うち、榎垣 外遺 跡柿 垣外 地籍 出土の青 銅鏡 、鉄 製海 老錠 、灰 粕 陶器 、同遺 跡金 山東地 籍 の墨書 土器

につ いて は、奈 良国立埋 蔵文 化 財研 究所工 楽善 通 、肥塚 隆保 、上 原真 人 、巽 淳一 郎、 寺崎保 広 、 鬼頭清 明の 各

先生方 な らび に奈 良飛 鳥 資料館 杉 山洋先 生 に ご教 示 いた だい た。

4.出 土 遺物 、記録 図 面、 写真 等の 資料 はすべ て岡谷市 教育 委員 会 で保管 して い る。
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1.63年 度試掘 ・確認調査(詳 細分布調査)及 び緊急発掘調査の概要

63年 度、 岡谷市 内 にお いて 周知 の遺 跡 に農 地転 用、 公共 事業 等 の開発 行為 が計 画 ・実行 され、市 教育委 員会 が

何 ん らかの対 応 を行 った件 数 は30件 をこ え、 その うち、試 掘、確 認 調査 は24件 に及 んで い る。 そ して、 それ か ら

さ らに緊 急発 掘 した ケー スは7件 、4遺 跡 で あ る。(ただ し2件 は緊急発 掘 に際 して、調 査 費用 の協力 を得 て い る)

本 年度 の調査 の特 長 は・ 前年 度 に弓1き続 き長地 方面(湖 北地 区沖積 地)の 平坦 部 に調査 が集 中 して いる こ とで

あ る。 その ため に、縄文 時代 の遺 構 ・遺 物 は志平 、清水 田、広 畑の各 遺 跡で発 掘 された ものの 、 その数量 は これ

までに な く少 な い数 で あ り、代 って 奈良 ～平安 時代 の遺 構 ・遺物 が極 立 って 多 い結果 とな った。

調査 の 中で特 に注 目す べ きものは、 榎垣 外遺 跡 の成果 で あ ろ う。 官衙 跡 を北東端 に して2km四 方 に及ぶ 範囲 内

に、大 き く三地 点 の住居 群 が明 らか に されつっ あった が、今 年度 、思 い もせ ず最西 端 の柿垣 外地 籍 にお いて、 火

災焼失 家屋 が発 見 され、青 銅 鏡二 面 を含 む炭化 米等 多量 の遺物 が検 出 され た。 この地籍 は横 河 川 自然堤 防 の縁 に

あ って、地 下 は大 きな転石 が 河原 の ご と く堆積 した場所 で あって 、 あ ま り遺構 の存 在 は期 待 され て いなか った地

区で あ る。 同 じく西北 端 の上 の原地 籍 にお い て も、2棟 の平安 時代 住居 跡 が検 出 され るな ど、住居 群(ム ラ)の

広 が りは予 想以上 に複 雑 ・広範 囲 で ある こ とが 明 らか とな り、 詳細 分布 調査 の 重要性 を示 す結 果 となった。

なお 、緊 急発掘 につ い ては以 下本 文 中 に概 要 を記 した が、広 畑遺 跡 とそ の他 試 掘 ・確認 につ いては特別 の成 果

もな く下 記 の表 に よって詳 細 は省略 した。 また、 一部 費用 の協 力 を得 た榎垣外 遺 跡上 の原 、金 山東地 籍 の概 要 に

つ いて は一所 に ま とめ て本書 に掲 載 した。

表163年 度試掘 ・確 認調査一覧表

遣 跡 名 所 在 地 調査の原因 調査期間 主 な遺構 遺構・遺物の時代他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

志平

上屋敷

榎垣外(柿垣外地籍)

西垣外

横川上 ノ原

目切

榎垣外(上 の原地籍)

榎垣外(上 の原地籍)

榎垣外(上 の原地籍)

榎垣外(金 山東地籍)

榎垣外(山 道端地籍)

上屋敷

広畑

榎垣外(榎 海戸地籍)

榎垣外(中 町地籍)

清水 田

榎垣外(小田野汐下地籍)

榎垣外(古 屋敷)

榎垣外(上 の原)

上屋敷

梨久保

榎垣外(向 田地籍)

川 岸 東2丁 目9886-4

長 地横 川5265-8他

長 地東 堀2291-2

川岸3丁 目3258-3

長 地 横 川5844二10

長 地 中 屋3820-1他

長 地 東堀2803-2

長 地 東 堀2803-6

長 地東 堀2793

長 地 中屋2883-2

長地 東 堀2349-1他

長 地 横 川5214-3

川岸 上4丁 目1612-1

長 地 中屋4023-1

長 地 東堀3514

長 地 中村4303-1他

長 地3164-1他

長 地 中屋4076-8

長 地 東 堀2802

長 地 横 川5534-1他

長 地 中村45588-15

長 地 中村4714-1他

住宅建設

11

11

11

11

11

駐車場建設

1/

住宅建設

工場建設

住宅建設

作業道設置

住宅建設

駐車場建設

住宅建設

11

駐車場建設

//

11

資材置場

住宅建設

公会堂建設

4.18.5.8

4.19.4.20

4.21一 一8.9

4.21一 一4.22

5.13～5.14

1.19～5.26

5.14～6.8

5.27

6.4

5.7～7.4

5.28～9.30

う.29～7.1

7
.7～7.26

9.13

1.28～11.1

..8～1.31

..8～1.31

..8～1.31

1
.19～1.31

.19～1.31

.17～2.2

住2、 墳8

墳2

住1、 墳1

住2

住5

住7

住1

住7、 擾3

住2

住1

縄文.平安.緊 急発掘

縄文.

平安.鏡2.緊 急発掘

縄文.

縄文.

縄文.

平安.緊 急発掘

縄文

平安.緊 急発掘

平安 緊急発掘

縄文

縄文 緊急発掘

縄文.平 安.緊急発掘

平安.

平安.

縄文.

平安.

/



第1図 試掘 ・確認調査地 点(番 号は表1の 一 覧表 に同 じ)
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2.志 平 遺 跡

1.発 掘調査 の場 所 岡谷 市川 岸東2丁 目9886-4・

2.土 地の 所有 者 林 昌明

3.発 掘調査 の期 間 昭和63年4月18日 ～63年5月8日

4.発 掘調査 の 目的 ・原 因 住 宅建 設

5.調 査面積89.2m2

6.発 見 され た遺構 縄文 時代 住居 跡1棟

縄文 時代 小竪 穴8基

平安 時代 住居 跡1棟

第1号 住 居跡 は、平 安 時代後 半 の住居 跡 で、 大 きさは

4.7×4.5m、 西側 に カマ ドを持 つ 住居 跡 で ある。床 に堅 い

タタキ面 が あ り中央部 に約1m四 方 の 凹み が あ る。

第2号 住 居跡 は、縄 文 時代 中期 中葉 の住 居跡 で 、 その

3/4は 調査 区外 に ある。大 きさは短径4mほ どの楕 円形 と

思わ れ る。 炉 は土器 片 を8枚 使 った土 器囲 い炉 で あ る。

小 竪 穴か らは 出土遺 物が 少 な く時期 決 定 には いた らない。

7.出 土 した 遺物 縄 文 土 器4土 師 器8須 恵 器4

石 錺i11打 製石 斧31石 匙4凹 石2石 槍1石 錘1

第2凶 第1号 住居 跡

第3図 第2号 住居跡

磨 製石 斧3鉄 製 品2土 器 片石 片3箱 縄文 土器 と打 製石 斧 は第2号 住 居跡 中層 ・下 層 か らの出 土が 多 く、 投

げ捨 て に よる もの と思 われ る。土 師器 、須 恵器 は 第1号 住居 跡 カマ ド周辺 か らの 出土 で ある。

第4図 志平遺 跡遺構全体図(1:80) 3



3.榎 垣外遺跡柿垣外地籍

1.発 掘調 査の場 所 岡 谷市長 地 字柿 垣外2291-2

2.土 地 の所有 者 小松 崇 邦

3.発 掘調査 の期 間 昭和63年4月21日 ～63年8月9日

4.発 掘調査 の 目的 ・原 因 住 宅建 設

5.調 査 面積101.5m2

6.発 見 された遺 構 平安 時代 住居 跡1棟

小 竪 穴2基

住 居 跡は 、大小 の石 を含 む黒 色土 を掘 り込 み 、覆 土 は

黒 色土 に挙大 か ら、一辺 が50cm前 後 の大 きな石 と炭 を多

量 に含 む非常 に確 認 困難 な土層 で あ った。平 面 形態 は、

南 北6m× 東 西5.5mの やや い びつ な方 形 を呈 す 。床面 は

一一部 に堅 い面 を残 し黒色 土 に黄褐 色粒 と砂 粒 子 を含 んで

い る。 カマ ドは北壁 中央 に位 置 す るが、 遺存 状態 は 良 く

な く、崩壊 して いて その周辺 に構 築 材の粘 土 や石 組 に使

用 され た と思 われ る石 が散在 して い る。 それ に混 じって

ブ イ ゴの破 片 が出 土 した。 か ろ う じて火 床上 面 に左右 脇

の石 組 と中央 に支柱 とな る石 が 原位 置 を留め て い る。 こ

の住 居 は火災 に よる焼失 家屋 で あ り、床 上面 に は炭化 材

が 多 く散在 し、 中には ホゾ穴 を残 す よ うな もの もあ った。

第5図 第1号 住居跡

第6図 加工痕跡のある炭化材

4 第7図 柿垣外地籍 第1号 住居跡(1:80)



第8図 第1号 住居跡出土の灰紬陶器碗と皿

7.出 土 した遺物 土 師器7須 恵 器1灰

粕 陶 器2土 錘6ブ イ ゴ破 片2砥 石3

青 銅鏡2鉄 製 紡錘 車1鉄 製バ ックル2

鉄 製海 老錠1そ の他 鉄 製品38土 器 片 ・

石 片4箱

特 筆すべ き遺 物 に鉄製 海老錠 と二面 の青 銅

鏡が あ る。 いずれ も、 ほぼ床上 面 での 出土 で

あ る。 「海 老錠 」の類 例 は多 くあ るが、 平城 宮

跡か ら出土 した もの と同一 で あ り、 レ ン トゲ

ン写真 に よ って施 錠 され て鍵 は付 いて い ない

状 態 であ る こ とが確 認 された。 厨子 の よ うな

調 度 品の扉 に付 け られて いた と考 え られ る。

青 銅 鏡 につ いては、 一方 は 「八花 鏡」 で完

形 品で あ り、文様 も推 定可能 な逸 品で あ る。

大 きさは最大径6.25cm、 縁端 厚2.5mm、 紐 部厚

5mm、文様 の な い部分 の 厚 さ2.2mmの 小 品で あ

る。 文様構 成 は唐 式鏡 的で 、内 区、外 区 に分

けられ、 内区 は草花 文 と鳥文 を交 互 に、外 区

は蝶(又 は蜂文)と 雲(又 はつ る草文)を 交

互 に置 く。 文様 は シャー プ さに欠 け てお り、

唐鏡 を踏 み返 し作 られ た国産 品 と見 られ るが、

八花鏡 で小 形 とい う点で は全 国 にお いて発 見

例 は ない。他 方 は 「方鏡」 の 断片(1/4)で 、

大 きさは5.5×6.Ocm、 縁 辺厚3.4mm、 鏡胎 厚1.9

mmの 超薄 型 で ある。形 状 は四隅 が 入角 し唐鏡

系 に近 い。類 例 は 日光 男体 山 に1点 見 られ る。

いずれ も製作 年代 につ いて は伝世 す るの は不

明 で あるが、伴 出 した灰 粕陶 器 は、9C末 ～10

C中 頃 におか れ るので、 その あた りか それ以

前 に推定 され る よ うか。

その他散 在 す る炭 の 中に は扁平 な板 状 の炭

化材 が折 り重 った状 態で検 出 され て、 それ に

ア ワ状 の穀 類 と思 われ る炭 化粒 が 混 じっ てい

た。 これ は米櫃 の よ うな木 製 品 に納 め られ た

穀類 が 存在 した とも うけ とめ られ る。 この よ

うに この住居 跡 は、火 災家 屋 であ った がた め

第9図 第1号 住居跡炭化材と遺物出土状態

第10図 ホ ゾ穴の ある炭化材



第目図 第1号 住居跡出土八花鏡

第12図 八花鏡拓本 ・断面図

第13図 方鏡 第14図 鉄製バ ックル

に非常 に 多 くのバ ラエ テ ィ

ー に富ん だ遺物 が 出土 し、

多 くの情報 を提 供す る好 資

料 で あ った。

なお、遺 物 に関 す る所 見

で は、工楽 善通 氏 ・肥塚 隆

保 氏 ・上 原真 人氏 ・巽淳 一

郎 氏 ・寺 崎保 広氏 ・鬼頭清

明 氏(以 上奈 良国 立埋蔵 文

化財 研 究所)、 杉 山洋 氏(奈 弟15凶 鉄裂冴宅縦

良 飛鳥 資料館)、 久保 智康 氏(福 井 県立 歴 史博物 館)を は じめ 多 くの諸 氏 よ り、 御教 示 ・御 配慮 を頂 い た・末筆 な

が ら厚 く御礼 申 し上 げ ます。
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4.榎 垣 外 遺 跡 上 の 原 地 籍

1.発 掘調 査 の場所 岡 谷市長 地東 堀小 字上 の 原

2803-2

2.土 地の 所有 者 松沢 一男

3.発 掘 調査 の期 間 昭和63年5月14日 ～63年6月8日

4.発 掘 調査 の 目的 ・原 因 駐車 場建 設 のため試 掘

5.調 査 面積89.2m・

6.発 見 された遺構 平 安 時代 中期住 居 跡2棟

第1号 住居 跡 ほ ぼ南北 に沿 って北側 にカマ ドを配

した南 北4.5× 東 西4.5mの 方 形の住 居 跡で ある。壁 は深 い

所 で35cm程 であ1)、 カマ ドの残存 は天 井 の崩落 は あ る も

のの 比較 的 よい方 であ った。柱 穴 は住居 跡 中央 よ りやや

北側 に2本 、 南壁際 に2本 確認 され、 それ ぞれ20cm前 後

の深 さ を持 つ。 周溝 は全 周 に巡 る。

第2号 住 居跡 ほぼ南 北 に沿 って造 られ、4.0×3.7

mの 大 きさの東 側 にカマ ドを配 置 した住居 跡 であ る。覆 土

は浅 く、 カマ ドの残 存状態 は火 床面 が わず か に残 る程 度

であ る。北 西隅 には床 面 よ り一段 高 くな った堅 い面 があ

り、両 脇 に柱 穴 があ る こ とか ら出入 口で は ない か と推 測

され る。

第16図 第1号 住居跡(上)と 第2号 住居跡(下)

第17図 上 の原地 籍遺 構全体図(180)
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7.出 土 し た 遺 物 土 師 器15

須 恵器3鉄 製 刀子4砥 石1

土 器片石 片3箱 土師 器杯 は第

1号 住 居跡 よ り10点 、 第2号 住

居 跡 よ り4点 出土 し、 その 中の

2点 は 「+」 の墨 書土 器で あ り、

墨 の上 をさ らに刻 書 して いる。

第1号 住居 跡か らは土師器 甕

が カマ ド脇 よ り出土 して いるが

他 の遺物 は覆 土の 中層 か ら出土

した ものが 多い。

須恵器 壺、 甕 は第2号 住 カマ

ド脇 よ り大型 の破 片や杯 と共 に

ま とまって 出土 した。

第18図 第2号 住居跡 カマ ド付近

第19図 第2号 住居跡出土の須恵器甕
第20図 第2号 住居跡出土の須恵壺

8 第21図 全体写真



5.榎 垣 外 遺 跡 金 山 東 地 籍

1.発 掘 調査 の場所 岡谷市 長地2883-2

2.土 地 の所 有者 高 木昭好

3.発 掘 調査 の期 間 昭 和63年6月7日 ～63年7月4日

4.発 掘 調査 の 目的 ・原 因 工 場建 設 の ため試 掘

5.調 査 面積166.7m・

6.発 見 され た遺構 奈 良時 代末 期住 居跡5棟

第9号 住居 跡 南北5.3×5.7mの やや 大 型 の西 側 に

カマ ドを配置 した住 居跡 で あ る。 耕作 の ため 壁の 残 りは

悪 く、 カマ ドも火 床面 まで荒 れ てい た。床 は中央 部 ほ ど

堅 くな り柱穴 は床面 に2本 、 東壁 際 に2本 確 認 で きた。

住居 跡 中央 には、 深 さ20cmほ どの不定 形 な穴 が あ り、 多

くの土 師器 片や少 量の焼 土 が入 って い た。 また、 一部 は 第22図 第9号 住居跡出土の墨吾土器

直径20cm程 の礫 を基底部 に含 ん でお り、灰 捨 て穴 と柱 穴が 隣接 していた様 子 で ある。住 居跡 北壁 付近 に古 い火床

面 が検 出 され、 カマ ドの移設 を示 して いた。

第23図 第9号 住 居跡 第24図 第10号 住居跡

第25図 金 山東地籍遺構 全体図(1200)
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第10号 住 居跡 南北5.0× 東 西4.7mの 西

側 にカマ ドを配置 した住居 跡で あ る。壁 は深

い所 で40cmほ ど残 ってい るが カマ ドは ほ とん

ど原形 を留 めず、 床面 に広 く焼 土 を散 ら して

いた。 耕作 に よる破 壊 で はな く、住 居が 廃棄

され た時 に人為的 に壊 され た もの と思 われ る。

床 面 には炭 化物 が 多 く検 出 され た。

住居 跡北 壁側 の周溝 は壁 の直下 には な く、

や や住 居 内に入 った所 に掘 られ て い る。 従 っ

て周溝 と北 壁の 間に幅25cmの スペ ー スが 存在

す る。 柱穴 は床面 で は確 認 で きなか った。

第11号 住 居跡 南北3.9× 東 西3.7mの ほ

ぼ 南北 に沿 った東 側 にカマ ドを配置 した住居

跡 で あ る。 周溝 は東側 に はな く、三 方 を コの

字 に囲 んで い る。 カマ ドは、耕作 土 が深 い た

め火床 面 まで及 んでお り、 原形 を残 してい な

い。床 面は 中央 か ら南 方向 に貼 って あ り、 そ

の下 よ り旧周溝 が検 出 され 、南壁 の み拡 張 が

確 認 され た。

第12号 住居 跡 南 北4.9× 東 西4.5mを 測

り、壁 もカマ ドも遺存状 況 は良好 で あ った。

北 壁 は、砂礫 層 を掘 り込ん で作 られ て い る。

カマ ドの 天井 は一部 崩れ て い る もの の、 か

な り良好 な状 態 で残 って いた。右 袖 先端 部 だ

け粘土 質の 土で はな く、黒 色土 で 固め てお り、

この部分 だ け一部破 損 した後 修復 して使 用 し

てい た と思 われ る。柱 穴 は中央 に2本 、 南壁

際 に2本 、 北壁 に柱穴 ら しき ものが2本 検 出

され た。

第26図 第ll号 住居跡

第27図 第12号 住居 跡

第13号 住 居 跡 南北3.9×4.Omの 東側 に カマ ドを配 置 した住 居跡 で、カマ ドを含 む東壁 は、第12号 住 居跡 の上 に

重 複 して いる。床 は 中央部 が堅 い。 南壁 は耕 作 に よって削 られ てお り推定 で あ るが周溝 は 東壁 を除 く三辺 に巡 る

と思 われ る。 カマ ドの 残存 は良 好 で一部 天井 の石 も残 ってい た。

7.出 土 した遺物 土 師器7(墨 書 土器1)須 恵器4刀 子3鉄 製紡 錘 車軸1土 器 片石 片3箱

各住 居跡 とも土 師器 ・須 恵器 が まば ちに 出土 して い る。 刀子 は第10号 住 居 跡2本 、 第13号 住居 跡1本 、鉄 製 紡

錘 車軸 は第11号 住 居跡 よ り出土 してい る。墨 書土 器 は第9号 住 居跡 よ り検 出 され た。

第28図 第13号 住居跡 出土の土 師器皿

第29図 第13号 住 居跡
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6.榎 垣外遺跡(山 道端地籍)

1.発 掘 調査 の場 所 岡谷 市長地 字 山道端2349-1

2349-82349-9

2.土 地 の所 有者 八幡益 晴

3.発 掘 調査 の期 間 昭 和63年6月28日 ～63年9月30日

4.発 掘 調査 の 目的 ・原 因 住 宅建 設

5.調 査面 積352.4m2

6.発 見 され た遺構 奈 良平安 時代 住居 跡7棟

特殊 遺構1基

第4号 住 居跡 南北5.5× 東 西5.8mの 北側 に カマ ド

を配置 した方形 の住居 跡 であ る。柱 穴、 周溝 は な く、 カ

マ ドの 残存状 態 もあ ま り良 くなか ったが 周辺 か らの遺 物

の 出土 は 多か った。 第5号 住 居 跡 は、黒 色土 中 に床面 ら

しい堅緻 な面 が検 出 され たが、 覆土 との違 いが 明確 で な

か った ため 、正確 な大 きさが わか らな か った。

第6号 住居 跡 南北 約8.0× 東 西 約9.Omの 大 きさで

西側 に カマ ドを配 置 した礎 石 の あ る住 居跡 で あ る。 カマ

ドの 残存状 態 は良好 で あ り、 す ぐ左脇 か ら墨書 土 器「～・」

が横 一列 に並 び重 な って、棚 か ら落 ちた状 態 の ま ま出 土

した。

第30図 第4号 住 居跡

第31図 第7・12・6号 住 居 跡

第32図 山道端地籍遺構 全体図(i:200) 11



第7号 住 居跡 南北8.0× 東西10.Omを 測 る大型 の住

居跡 で ある。 カマ ドの残 存状態 は、 石組 を抜 き取 られ て

い るため 良 くないが 、袖幅250cm奥 行140cmの 大 型の カマ

ドで あ る。 カマ ド右側 に は、 多 くの 須 恵器杯 ・蓋 な どが

出土 して い る。

第8号 住 居跡 本 跡 は拡 張 も し くは、建 て 直 しに よ

り第9号 住 居跡 となる。 その ため、8号 住居 カマ ド跡 は

第9号 住居 の床下 よ り確 認 され た。 第9号 住 居跡 の カマ
第33図 第8号 住 居跡出土の石製紡錘 車(右)と 砥石?(左)

第34図 第iz号 住居跡の カマ ド石組
第35図 第6号 住居跡の墨書土器出土状態

第36図 第6号 住居跡出土の墨書土器(坪 底部裏面)
12



ドは、 さ らに東側 に寄 り

調査 区外 に なって しまっ

て い る。

第12号 住 居跡 南北

10.0× 東 西11.Omを 測 る

大型 の住居 跡 であ る。西

側 に袖 幅200cm× 奥行140

cmの カマ ドを配 置 し、 さ

らに北 側 に張 り出 し部 を

作 り、そ こに袖幅110cm奥

行260cmの 細長 いカマ ドを

設 置 して ある。 この カマ

ドは一部 第6号 住 居跡 に

切 られ てい る もの の 火床

面 は正確 に検 出で きた。

特 殊遺構 焼 土の 固 ま りが16cmの 厚 さで 焼 けてお り、

中央 に ピ ッ トが検 出 されたが 、 どの よ うな性格 の 遺構 か

明 らか では ない。

7.出 土 した遺 物 土師 器19須 恵器46銅 製 品2短

刀1砥 石2土 錘7凹 石1石 皿1墨 書 土 器,

破 片 を含む 「N・」 の土 師器15片 、須 恵器9片 そ の他不

明墨 書若 干。

墨書 土器 の そのほ とん どが 第6号 住居 跡 よ り出土 して

い る。 須恵 器は 第7号 住居 跡 か らの 出土 が著 しい。

第37図 第7号 住居跡の遺物 出土状態(カ マ ドの南側)

第38図 第7号 住 居跡出土の短 刀
第39図 第7号 住居跡出土の須恵器蓋

第40図 第9号 住 居跡出土の灰粕陶器 壺 第41図 第4号 住 居跡出土の円面硯 13



7.清 水 田 遺 跡

1.発 掘調査 の場 所 岡谷 市長 地 中村 小 字 中村4303-1

4303-34303-4

小字 清水 田4302-24302-3

4302-44301-34300-3

2.土 地 の所 有者 山 田 中 山 田直由

3.発 掘調査 の期 間 昭和63年9月28日 ～63年11月1日

4.発 掘調査 の 目的 ・原 因 住 宅建 設

5.調 査面積127m2

6.発 見 され た遺 構 縄文 時代 中期 初頭 住居 跡5棟

平安 時代 中期 住居 跡2棟

小竪 穴3基

第1号 住 居跡 耕 作 に よって ほ とん ど破 壊 され て い

たが 、わ ずか な火床痕 跡 と部分 的 な床面 が残 ってお りそ

の床 直上 に刻書 土器 「+」 が 出土 した。

第2号 住 居 跡 ほ ぼ 南 北 に 沿 った 住 居 跡 で 、南 北

3.5× 東西3.Omを 測 る。東側 に カマ ドを配 置 して い る。床

は 中央部 ほ ど堅 くタタ キ締 め られ て い る。

第3・4・5・6・7号 住居 跡4回 の建 て直 しが 認め られ る縄文

時代 中期初 頭 の住 居 跡で あ る。 上 か ら下 ヘ ス ライ ドして 、5住 →3

住→6住 →7住 →4住 の順 と思 わ れ る。第5号 住居 を除 く4棟 の住

居跡 は どれ も堅 い床 面 を持 つ。

小 竪穴1基 は弥生 時代 の土籏 墓 で あ り、 大型 の甕1個 体 が 出

土 した。 その他2基 は時期 不 明で あ る。

7.出 土 した遺 物 縄 文 土器3弥 生 土器1土 師 器3(刻 書 土器

1)須 恵器2石 錺i3打 製石 斧4凹 石10石 棒1磨 石類

5石 皿1刀 子1玉 類1砥 石1土 器 片石 片3箱

縄文 土 器、石 器類 は大部 分 は3・4号 住 居跡 覆土 か ら出土 した。

どち らの 住居跡 も大 型の 土器 片が

多 く、 また、 直径20cmほ どの礫 と

第42図 第2号 住居跡

第43図 遺構全体写真

第44図 小 竪 穴No.1

混 じ り合 って いて、 完形 に復 原 さ

れ る もの は極 めて少 な い。

弥生土 器 は、土墳墓 と思 われ る

小竪 穴 よ り出土 してい る。 第1号

住居 跡 の出土遺 物 は少 な く、 完形

に近 い もの は部 分 的 な床 面 よ り検

出 した刻 書土 器だ けで あ る。 第2

号住 居跡 に は、 カマ ド付 近 よ り土

師 器、須 恵器 が出 土 したほ か、 刀

子 が1点 検 出 され て いる。

14 第45図 清 水田遺 跡遺 構全体 図(1200)




